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概  要 

 

現在国内に流通している土鍋の多くには、天然鉱物であるペタライトが使用

されているが、そのすべては輸入品であり資源リスクを考慮すると代替する原

料の確保が必要である。そのため、耐熱衝撃性に優れ、国内においても容易に

入手が可能な合成コーディエライトを耐熱陶器の素地に適用し、コーディエラ

イト含有量が素地の熱膨張係数及び吸水率に与える影響を明らかにした。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

リチウムを４％程度含むペタライトは、今後のリチウムの需要過多や輸入先

の政情不安の問題等もあり継続的な入手は不透明である。一方、合成コーディ

エライトは、国内において、耐火材料や自動車排ガス用触媒担体として生産さ

れていることから供給に対する不安は存在しない。 

本技術の 

有用性 

 合成コーディエライトを土鍋用粘土に添加することにより熱膨張係数を低

下させることができ、また、長石等焼結助剤の適切な選定により吸水率を低減

することができるため、汚れの付着やカビの発生を抑制することができる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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図 コーディエライトの添加量が素地の熱膨張係数（左図）、吸水率（右図）に及ぼす影響  

適用可能製品 
土鍋または陶板などの耐熱陶器 
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